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１． はじめに 

気象現象は我々の生活，経済活動に多大な影響を与える．

米国では，GNP全体の 11%にあたるビジネスが天候の影響

を受けていると言われている[1]．個人の購買意欲や購買パ

ターンも，天候の影響を受けていると考えられる．そこで，

局所の気象予測から購買パターンを予測することを最終ゴ

ールとし，研究を進めている． 

個人の購買に影響を与える一つの要因は，生活を営んで

いるその地域の気象状況である．しかしながら，一般に入

手できる気象予測の情報は広い地域を対象にしたもので，

同じ都市であっても天候が異なることがあり得る．そこで

本研究では，狭い地域（局所）における気象予測を行い，

気象がその地域における社会活動へ及ぼす影響を予測する．

本稿では，局所気象予測の検討および，気象と購買パター

ンの間にある相関について検討した． 

2 ．局所気象予測 

2.1 予測システム 

種々存在する気象予測を行う手法の中から，本研究では

ニューラルネットワーク（以下 NN）を用いる手法を採用し

た．現在気象庁が行っている数値モデルによる予測により，

広域における気象予測の精度が向上している．その情報を

利用して，予測データを局所の観測データで，NNを用いて

補正することにより（図 1），高精度な局所気象予測ができ

ると考える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 予測システム概要 

 

気象庁の提供するGPVデータと局所観測データを入力デ

ータとし，局所気象値を出力したデータ列を NN に学習さ

せた．入力データには，GPV データより，ある時刻の地上

層 9次元，上層第一層 4次元，上層第二層 4次元の 17次元

とする．教師データとして，入力データと同時刻の局所気

象観測データ値，各項目 1次元とする．なお，本研究では，

局所観測データとして芝浦工業大学大宮キャンパス 4 号館

屋上に設置した米 Davis社製 Wireless Vantage Proによる観

測値を利用する． 

NN は階層型ネットワークのバックプロパゲーションを

用いて学習させた．しかし，時々刻々変化している気象を

予測するために，数十分，数時間かけることはできない．

学習に時間がかかるという課題を解決する必要がある．そ

こで，学習時間の短縮のために，学習の加速化手法として

は，重みの更新則として Kick Out法[2]を，学習率の更新則

に Delta-Bar-Delta-Bar則[3]を採用した． 

 

2.2 気象予測実験 

2.1予測システムの構成で，気象予測実験を行った．使用

したデータは，2004年 7月 1日から 12月 15日の期間にお

ける 12時観測値のうち，欠損時刻を除いた 136パターンの

GPV データおよび観測データである．出力データは気温を

選択した．学習の終了条件として，以下の条件を設定した． 

・ 学習回数 > 50000 

・ 2乗平均誤差 <  10-6 

また，気象データのスケーリングとして，以下の操作を行

った． 

・ 値が負数を持つ場合 

元データの最小値の絶対値を加算し，そのデータの

最大値で除算 

・ 値が負数を持たない場合 

元データの最小値で減算し，そのデータの最大値で

除算 

 これまでに得られた結果は，実観測データとの最大誤差

は約 1.8℃であった．当該期間の GPV と観測データの平均

誤差は約 2.865℃であり，約 1℃補正できている． 

3．大学生協における購買パターン 

3.1 大学生協データフォーマット 

本研究では，気象が影響を及ぼす社会現象の対象として，

芝浦工業大学大宮キャンパス大学生協における売り上げデ

ータ（以下生協データ）を用いる．生協データの顧客ごと

の記録フォーマットを以下に記す．（表 2） 

本研究で扱う項目は，分類コード，表記および時刻であ

る．分類コードは，18 の大分類とそれぞれの小分類からな

る．たとえば，大分類 14，小分類 03で 1403が商品コード

となり，この場合の表記は「ペットインリョウ」となる．

（表 3） 
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表 2 生協データフォーマット 
 時刻 

合 計 合計価格 

外税計 税価格 

小 計 税抜き価格 

分類表記 価格 

分類コード  

分類表記 価格 

・・・  

 

表 3 大学生協データ分類例 
大分類 小分類 表記 

1401 チルド 

1402 カンインリョウ 

1403 ペット 

1406 フローズン 

14 

1410 インリョウ 

 

3.2 購買パターンの考察 

大学の生協データ内に埋没している購買パターンの特徴

を抽出することを目標に，各時刻における各分類の売り上

げ合計金額および売り上げ個数に着目し，データを分析し

た．なお売り上げ個数は，純粋に各分類のものが何点販売

されたかをカウントする．なお，すべてのデータは正時か

ら 1 時間以内の売り上げを，正時売り上げとしカウントす

る． 

一般に気温と飲料には強い相関がある．そこで本稿では

まず気温と飲料の関係について検討した．ただし，『飲料』

に分類されている『チルド』および『フローズン』はそれ

ぞれ，ヨーグルト，アイスの分類であるため，今回は除外

した．以下に『チルド』と『フローズン』を除いた『飲料』

総売り上げを示す．各図は，10月 5日，6日，20日，28日，

29日の例である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 気温と飲料総売り上げ 

 

総売り上げでは，各日とも同様の推移を示し，昼食時であ

る 12時台の売り上げが高くなっている．以下に小分類の売

り上げを示す．（図 5） 

 気温がほぼ同じ値であった 28日，29日の 12時にもっと

も売り上げがあった品目が異なっており，気温以外の要素

の影響が考えられる．大学においては，科目の履修者数に

よって大学構内にいる学生数が変化する．28日と 29日では，

体育科目の有無がおよび一般教養科目・語学科目の有無に

より，もっとも売り上げがあった品目が異なったと考えら

れる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 飲料小分類売り上げ 

 

 これにより，大学生協データによる売り上げ予測を行う

場合，気温との対応だけでなく，授業時間割と科目履修者

数を考慮に入れた対応付けを行う必要があると考えられる．  

 

4．おわりに 

本稿では，局所気象予測を行うとともに，気温と大学生

協における飲料売り上げとの相関について考察した．大学

という特殊な環境下であることを考慮に入れ，授業のカリ

キュラムによる学生数との相関を加えることで，精度の高

い売り上げ予測ができると考える． 

今後の課題として，曜日ごとの売り上げとデータの多様

な分析を行う．一方，さらに気象予測の精度を高めるとと

もに，売上データとの統合を図る． 
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